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Dissolving processes at the interfacial laycrs between water and water-sっluble1iquid 
have been studied by the photographic densitometry-method. 
Simple theoretical considerations about the phenomena are also given which showed 

























から 20min.後のものである O 図の矢印の部分 治 1I χl ノ'j(とへキシレングリコールがJZ: f'i1~して
が上述の境界面にあたる O しかしながら，シ ュ 20min.後のシュリーレン写真
リーレン写真で、こう しづ複雑な現象を定量的に解析しようとするのは，なかなかむつかしいことで
ある O そこで、われわれは水と光全に混合する液体が水と接触したとき，その境界面において，混合
持教J受 州教務員 削奨 学ι!二(現在日本陶然K.K.)
福井大学工学部研究報告第13巻第 1号180 
が時間と共にどのよう に進行 していくかを，日Ijの方法によって調べることにした。
次に，われわれが行なった実験の方法について述べる。 被検液体と しては失振り H.G.を用し、
た。分光光度計用のガラス蜜吸収液槽に水 (蒸留水を用いた。以下すべて同じ。〉をいれ，その上に
H.G.を静かに注入する。そうすると境界面において，水は H.G.の方へ，H;G.は水の方へ拡散







































































加51河 川I央の液間で，着色水の上へヘキシレ 第 6閃 lOmin.粁過
ングリコーノレを沌人したi立後
第 7図 1 hour経過 治8凶 3 hours経過
第 9図 5hours 評j位 第10図 24hours経過
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。c ~ 82C 






































準として、測った値である O 距離と時間とを， Iog-logにプロヴトすると，第四国のように5hours 
以後は直線の上に乗ることがわかるo
2 
erf(z)は， z~ 1のとき三v.1i:.Z であるから，tが大きいときは， (1)は近似的に
C (x， t)= ~L ( 1
一一三一一
2 ¥.. Vπ/ 
とおくことが出来る。 H.G.80~五の部介を追跡するため， C(x， t)=0.8Coとおいて，上式に代入す
ると，Ix!=O.6〆証亘tとなるが，両辺の対数をとれば， loglxl= const+弘logtとなって.第四図
の関係、を説明することが出来る。
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